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世
羅
嵩
等
学
校
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
で
、
ご
活
躍
の

こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
平
素
か
ら

同
窓
会
事
業
の
運
営
に

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
理

解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
世
羅
台
地
に
花
の
季
節
が
や
っ
て
来

ま
し
た
。
二

月
二
十
八
日
、
同
窓
会
入
会
式
が

行
わ
れ
、
平
成
二
十
九
年
度
の
卒
業
生
が
新
会

員
と
し
て
加
わ
り
ま
し
た
。
新
メ
ン
バ
ー
の
加

入
に
よ
り
同
窓
会
が
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く

も
の
と
心
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
同
窓
会
の
活
動
基
盤
と
な
る
「
会
員
名
簿

の
整
備
」
が
最
大
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
今
年
度
に
お

い
て
十
二
年
ぶ
り
に

「同

窓
会
名
簿
」
の
発
刊
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

同

窓

会

会

長

松

浦

邦

夫

（昭

45
年
卒
）

ご
挨
拶
（
広
報
20
号
発
刊
に
寄
せ
て
）
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広
島
県
立
世
羅
高
等
学
校

同
窓
会

世
羅
郡
世
羅
町
本
郷
8
7
0
番
地

現
在
、
多
く
の
会
員
の
所
在
が
不
明
で
、
特

に
広
島
支
部
、
名
古
屋
支
部
な
ど
六
支
部
が
活

動
休
止
に
な
る
な
ど
、
活
動
そ
の
も
の
が
継
続

困
難
な
危
機
的
状
況
に
あ
り
ま
す
。
名
簿
発
刊

に
係
る
調
査
に
お
い
て
は
、
会
員
の
皆
様
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
本
年
五
月
に
は
情
報
伝
達
手
段

と
し
て
、
同
窓
会
独
自
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開

設
い
た
し
ま
し
た
。

皆
様
方
の
様
々
な
情
報
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
全
国
の
同
窓
生
へ
有
意
な

情
報
を
お
届
け
し
た
い

と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク
を
介
し
た
情
報
交
換
を
通
じ
て
同
窓

会
活
動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

母
校
世
羅
高
等
学
校
は
、
今
年
九
月
に
学
校

創
立
百
二
十
二
年
目
を
迎
え
ま
す
。
全
国
同
窓

生
の
皆
様
の
関
心
事
は
、
母
校
の
生
徒
た
ち
の

活
躍
ぶ
り
に
あ
り
ま
す
。
今
年
も
、
在
校
生
の

頑
張
り
や
同
窓
会
の
ホ

ッ
ト
な
情
報
を
心
待
ち

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
窓
会
と
し
ま
し
て
も
、
役
員
一
同
が
心
を

―
つ
に
、
母
校
及
び
同
窓
会
の
充
実
発
展
に
努

め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
、
よ
り
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と

い
た
し

ま
す
。
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本
年
度
の
人
事
異
動
で
学
校
長
と
し

て
着
任
い
た
し
ま
し
た
中
川
実
と
申

し
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
本

校
教
育
の
充
実

•

発
展
の
た
め
に
、
ご

支
援

・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
対
し
て
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

明
治
二
十
九
年
に
千
葉
三
郎
氏
に
よ

り
私
塾
甲
西
会
と
し
て
創
立
さ
れ
て
以

来
、
百
二
十
有
余
年
の
歴
史
と
伝
統
を

誇
り
、
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
期

待
さ
れ
る
学
校
の
校
長
と
し
て
の
責
任

の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度
の
全
国
高
等
学
校

駅
伝
競
走
大
会
男
女
ダ
ブ
ル
優
勝
、
平

成
二
十
八
年
度
の
生
活
福
祉
科
の
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
、

農
業
経
営
科
の
「
せ
ら
梨
や
世
羅
茶
の

ブ
ラ
ン
ド
を
守
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等
、

生
徒
た
ち
は
本
校
が
目
指
す
「
志
あ
る

模
範
的
生
徒
」
へ
と
、
着
実
に
歩
み
を

進
め
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

着
任
し
た
日
に
私
は
、
教
職
員
に
対

学
校
長
中
＇
川

実

し
て
、
私
を
含
め
、
こ
の
学
校
に
勤
務

す
る
職
員
が
、
「
も
っ
と
こ
の
学
校
の

将
来
を
見
た
い
」

「も
っ
と
、
生
徒
の

大
き
く
育
つ
姿
を
見
続
け
た
い
、
見
届

け
た
い
」
と
思
え
る
学
校
に
し
た
い
。

そ
し
て
、
生
徒
に
は
「
世
羅
高
校
に

来
て
良
か
っ
た
」
ま
た
、
中
学
生
か
ら

は
「
世
羅
高
校
に

0
0を
し
に
行
き
た

い
」
と
言
わ
せ
ら
れ
る
学
校
に
し
た
い

と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
入
学
式
で
は
、
「
文
武
不

岐
」
と
は
、
「
武
な
き
文
、
文
な
き
武

は
共
に
真
実
の
文
で
は
な
く
、
武
に
も

あ
ら
ず
」
と
解
き
、
こ
れ
か
ら
の
三
年

間
で
、
自
ら
を
律
し
、
他
者
と

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
主
体

的
に
行
動
し
、
地
域
社
会
や
国
際
社
会

に
貢
献
す
る
「
生
き
る
力
」
に
み
ち
あ

ふ
れ
た
生
徒
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
伝
え

ま
し
た
。

ま
た
、
在
校
生
に
は
、
先
輩
諸
氏
や

地
域
の
皆
様
が
築
い
て

こ
ら
れ
た
こ
れ

ら
の
歴
史
や
伝
統
の
上
で
安
堵
す
る
こ

と
な
く
、
更
な
る
高
み
へ
と
発
展
さ
せ

て
ほ
し
い
と
話
し
ま
し
た
。

本
年
度
か
ら
は
、
広
島
県
教
育
委
員

会
が
進
め
る
「
学
び
の
変
革
」
の
全
県

展
開
が
始
ま
り
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

今
後
と
も
本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
て
、

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
本

校
教
育
活
動
に
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。三
年
前
校
長
赴
任
時
の
挨
拶
文
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

「
私
は
世
羅
高
に
対
す
る
熱
い
思
い
が

あ
り
ま
す
。
県
中
学
校
駅
伝
で
区
間
賞

を
取
り
準
優
勝
し
ま
し
た
。
同
じ
年
世

羅
高
校
は
、
全
国
高
校
駅
伝
に
お
い
て

高
校
新
記
録
で
四
度
目
の
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
が
私
は
他
高
校
に
進
学
し
ま
し

た
。
大
学
以
降
も
長
距
離
を
続
け
ま
し

た
が
「
世
羅
高
校
で
全
国
高
校
駅
伝
を

走
り
た
か
っ
た
」
と
い
う
思
い
は
消
え

ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
三
十
二
年
、
五
度
目
の
優

勝
メ
ン
バ
ー
に
長
男
が
、
そ
し
て
長
女

も
都
大
路
を
三
度
走
り
、
私
の
思
い
を

叶
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
高
校
に
校

長
と
し
て
赴
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
は
運
命
さ
え
感
じ
ま
す
。

今
年
の
目
標
は
三
つ
あ
り
ま
す
。

前

学

校

長

堀

健

太

郎

『
世
羅
に
感
謝
』
し4s
 

↓
-

ー
つ
目
は
、
本
校
教
育
内
容
を
地
域

の
中
学
校
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
3

学
科
と
も
入
学
希
望
者
を
定
員
以
上
に

す
る
こ
と
。

二
つ
目
は
、
進
路
希
望
一

0
0
％
達

成
。三
つ
目
は
、
全
て
の
部
活
動
を
活
発

に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
全
国
高
校
駅

伝
男
子
二
連
覇
及
び
女
子
初
入
賞
と
し
、

本
校
で
学
ぶ
生
徒
た
ち
が
、
こ
れ
か
ら

の
歴
史
を
刻
み
、
学
校
・
同
窓
会
・
地

域
を
支
え
て
く
れ
る
も
の
と
信
じ
て
い

ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
本
校
に

引
き
続
き
温
か
い
ご
支
援
と
ご
厚
情
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨

拶
と
し
ま
す
。
」

と
い
う
内
容
で
し
た
。

そ
の
間
、

全
国
高
校
駅
伝
競
走
大
会

男
女
優
勝
を
は
じ
め
学
校
創
立
百
二
十

周
年
記
念
事
業
な
ど
多
く
の
す
ば
ら
し

い
出
来
事
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
世
羅
高
校
を
最
後
に
退
職
す
る

こ
と
が
叶
い
達
成
感
と
充
実
感
で
満
ち

溢
れ
て
い
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

今
後
と
も
本
校
の
更
な
る
発
展
の
た
め

に
ご
支
援

・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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第

2
部

母

校

紹

介

(
1
1
:
4
0
S
1
2
:
1
5
)

1

吹
奏
楽
部
演
奏

10 9 
平
成
29
年
度
世
羅
高
等
学
校

同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
次
第

と
き

：
平
成
29
年
7
月
8
日
出
11
時

S

と
こ
ろ

：
甲
山
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

司
会
当
番
幹
事
川
本
八
千代（
昭
50
年
卒
）

第

1
部

総

会

(11
:
0
0
S
l
l
:
4
0
)

1

黙
祷
（
世
羅
高
等
学
校
卒
業
生
物
故
会
員
）

2

校
歌
斉
唱

旧
制
世
羅
中
学
校
‘
旧
制
甲
山
高
等
女
学
校（テー
プ
）

世
羅
高
等
学
校
（
世
羅
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏
）

同
窓
会
長
あ
い
さ
つ

会

長

松

浦

邦

夫

（

昭
45
年
卒
）

前
同
窓
会
長
あ
い
さ
つ

小

島

敏

文

様

学
校
長
あ
い
さ
つ

校

長

堀

健

太

郎

様

来
賓
あ
い
さ
つ

世

羅

町

長

奥

田

正

和

様

来
賓
紹
介

新
入
会
員
代
表
あ
い
さ
つ

金

丸

奈

生

様

8
 
7
 
6
 
5
 
4
 
3
 

議
長
選
出

議
事
議
第

1
号

平
成
28
年
度
同
窓
会
事
業
に
つ
い
て

議
第

2
号

平
成
28
年
度
同
窓
会

一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て

議
第

3
号

同
窓
会
理
事

・
監
事
の
選
任
に
つ
い
て

報
告
第

1
号

世
羅
高
等
学
校
創
立
1
2
0
岡
年
記
念事
業
に
つ
い
て

報
告
第

2
号

醤
高
等学
校
翌
1
2
O
型
年
記
念
妻
翌
程
つい
て

報
告
第

3
号

平
成
29
年
度
同
窓
会
事
業
計
画
に
つ
い
て

報
告
第

4
号

平
成
29
年
度
同
窓
会

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

第

3
部

懇

親

会

(
1
2
:
3
0
S
1
4
:
3
0
)

1

開
会
あ
い
さ
つ

当
番
幹
事

幹
事
長

井
上
公
樹
（
昭
50
年卒
）

乾
杯
世
羅
高
等
学
校
東
京
校
友
会
会
長
吉
宮
孝
沿
樟

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
宇
津
戸
獅
子
舞

支
部
活
動
報
告

東

京

校

友

会

近

畿

同

窓

会

感
謝
状
及
び
花
束
贈
呈

前
会
長
及
び
退
任
理
事
へ

お
楽
し
み
抽
選
会

次
年
度
当
番
幹
事
の
紹
介

万
歳
三
唱
次
年
度
当
番
幹
事
（
昭
51
年卒
）

閉
会
あ
い
さ
つ

当
番
幹
事

副
幹
事
長
山
崎
誠

（昭
60
年卒
）

平
成
29
年
度
世
輝
高
等
学
校
向
窓
会
事
業
壁
[

・
主
醤
閃
●

1
平
成
2
9
年
度
同
窓
会
総
会
・懇
親
会
の
開
催

開
催
日
：
平
成
29
年
7
月
8
日（土）
11
時
か
ら

会埠
：
甲
山
塁
村
環
哀
改
恙
セ
ンタ
ー

参
加
者
：
2
3
1
人

2
同
窓
会
報
の
発
行

・今
年
度
は
第
19
号
を
総
会
開
催
時
期
に
併
せ
発
行

3
全
国
大
会
等
へ
の
出
場
チ
ー
ム
の
応
援

・全
国
高
校
駅
伝
競
走
大
会
男
女
出
場
の
応
援

（
平
成
2
9
年
12
月
24
日）

4
各
地
域
同
窓
会
・校
友
会
行
事
へ
の
参
加

東
京
校
友
会
総
会
（
平
成
2
9
年

11
月
19
日）

・近
畿
同
窓
会
総
会
（
平
成
29
年
6
月
11
日）

5
同
窓
会
入
会
式
の
開
催

・卒
業
生
を
対
象
に
新
規
会
員
の
入
会
式
を
開
催

（
平
成
3
0
年
2
月
28
日
入
会
者
：

1
1
2
名）

9 8 7
 
6
 
5
 
4 3 2
 

3
 
2
 

記
念
写
真
撮
影

(
1
2
:
1
5
S
1
2
:
3
0
)

ヽ

真
弥
様

顧

問

岡

田

智

子

様

特
色
あ
る
教
育
活
動

・
ク
ラ
ブ
活
動
報
告

総

務

主

任

篠

原

博

徳

様

陸
上
競
技
部
報
告

陸
上
競
技
部
監
督

3

右
本
＇

平成30年度世羅高等学校同窓会一般会計予算

平成30年度同窓会一般会計予算 単位 ：円

拘定科目 予算額前年度予g割差額 備 考

入会金 590,000 645,000 A 55,00C 新入生118人,5,000円

会 N 550,000 565,000 • 15,00( 新3年生110人xS,000円

収同窓会報広告収， 160,000 120, 0001 40,000 広告枠 16

預金~j息 100 800 .._ 70( 

入 前年度繰越金 I, 690,000 1,045,314 644,686 

雑収入 100,000 130,000 4 30,00( 総会残金等

収入合計 3,090, 100 2,506,114 泌3,986

広報委員会費 i00,000 450,000 2泌，0001会報.i-bベーグ開設

事事粟委員会費 300,000 300,000 0卒業 入学記念．支援事業

業名簿委員会買I 100,000 30,000 ;o,ooo 通信費人件費等
費聡務委員会l'II 50,000 100,000 .l 50,00( 印刷製本伐
小計 I1,1;0,000 880,000 釘0,000

支 通信費 I 30,000 30,000 0はがき ・切手等

交院打 ;o,ooo 30,000 20,000 来衣への土産代等

出運
人件 R 30,000 150,000 .l 120,001 

笞
爵 Ill質 J()),000 100,000 0霞気燃料冑務用品等

費 備品費 ;,,000 ,o, 000 ol 
腔設使用科 I0,000 10,000 0会議場使用料

旅 費 120,000 100,000 20,000 東京校友会近畏同窓会

小計 390,000 470,000 • 80,00( 
支出合計 I, 讃 ,000 I, 350,000 190,000 

゜予備費 100,000 100,000 

゜゚
来年度繰越金 l,4ii0, 100 1,056,114 393,986 

平成30年度同窓会基金予算
勘定科目 予g額 前年度予n額 差額 備考

預金利息 200 ii)() ;. 50( 

収

゜入前年度殺越金 3,000,000 3,000.000 

゜収入合計 3,000,200 3,000, illO ,l soc 

支
出 ol 
支出合計

゜
01 ol 

当月末繰せ金残碍 3,000,200 3,000, ,001 ;. 颯

単位 ：円

平
成
30
年
度
世
輝
高
等
学

g
向
窓
会
事
業
計
画

·
主
主
口
｀
—
・

1

平
成
3
0
年
度
同
窓
会
総
会
・懇
親
会
の
開
催

闊
日
：
平成
30
年
7
月
14
日
（土）
11
時
か
ら

会
場
：
甲
山
農
村
環
塙
改
善
セ
ン
タ
ー

2
同
窓
会
報
の
発
行

・リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・増
ペ
ー
ジ
に
よ
り
、
6
月
発
刊
。

3
全
国
大
会
等
へ
の
出
場
チ
ー
ム
の
応
援

・全
国
駅
伝
競
走
大
会
な
ど
へ
の
出
場
に
対
し
、

同
窓
会
と
し
て
の
積
極
的
な
応
援
。

6
世
羅
高
等
学
校
行
事
（
卒
業
式
、
入
学
式
、

文
化
祭
‘
体
育
祭
、
ま
な
び
ピ
ア
等
）
へ
の
参
加

・入
学
式
（
平
成
2
9
年
4
月
7
日）

・オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
（
平
成
29
年
8
月
26
日）

・卒
業
式
（
平
成

30
年
3
月
1
日）

7
理
事
会
、
委
員
会
の
開
催

埋
事
会
‘委
負
会
の
開
催
に
よ
り
‘同窓
会の
幸
性
化
を
図
った
。

8
世
羅
高
校
同
窓
会
館
の
維
持
管
理

向
窓
会
館
の日
常
的
な
維
持
管
理
及
び
施
設
点
検
整
備
等

9
世
羅
高
校
学
校
案
内
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
の
印
刷

向
窓
会
総
会
に
お
い
て
配
布

i
 

1
教
育
支
援
事
業
と
し
て
、

入
学
生
に
記
念
品
（
生
徒
手
帳
）
を
贈
呈
。

4
各
地
域
同
窓
会
・校
友
会
行
事
へ
の
参
加

東
京
校
友
会
総
会
‘
近
畿
同
窓
会
総
会
等
へ
の
出
席

5
同
窓
会
入
会
式
の
開
催

・卒
業
生
を
対
象
に
新
規
会
員
の
入
会
式
を
開
催

（平成
31
年
2
月
28
日）

6
世
羅
高
等
学
校
行
事

（卒
業
式
‘
入
学
式
‘
文
化
祭
‘体脊
祭
‘
ま
な
び
ピ
ア
等
）へ
の参
加

・学
校
行
事
へ
の
積
極
的
な
参
加

7
理
事
会
‘
委
員
会
の
定
期
的
開
催

・定
期
的
な
礁
峯
言
会
の
叩
佃
に
よ
り
向
窓
会
の
活
性
化
を
図る
。

8
世
羅
高
校
同
窓
会
館
の
維
持
管
理

向
窓
会
館の
日
常
的
な
維
持
管
理
及
び
施
設
点
検
臨
備
等
。

9
世
羅
高
校
学
校
案
内
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
の
印
刷
・
・
・

同
窓
会
総
会
配
布
分

10
教
育
支
援
事
業
に
よ
る
在
校
生
支
援

・新
入
学
生
及
び
卒
業
生
へ
の
記
念
品

（
生
徒
手
帳
・卒
業
証
書
台
紙
等
）
贈
呈

蔀
浩
動で
の
中
国
大
会
及
び
全国
大
会
出
驚
遠
征
四
用
等
の
支
扱

曇
咄
{
巳

a.. 

1

同
窓
会
会
員
名
簿
発
刊
事
業

2
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
事
業
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平
成
二
十
九
年
度
の
同
窓
会
総
会

・
懇

親
会
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ

ん
、
立
派
な
同
窓
会
総
会
懇
親
会
に
し
て

頂
き
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
一
緒

に
準
備
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
幹
事
の
皆

さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

私
に
幹
事
長
を
や
れ
と
声
を
か
け
ら
れ

た
と
き
は
、
挨
拶
す
る
の
も
苦
手
だ
し
、

不
安
な
気
持
ち
で
し
た
。
し
か
し
、
今
で

は
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
感
謝

し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
自
己

否
定
的
で
自
虐
的
な
生
き
方
を
し
て
き
ま

し
た
の
で
、
私
で
も
役
に
立
て
る
こ
と
が

あ
る
の
だ
と
若
干
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
が
世
羅
高
校
に
在
学
し
て
い
た

1
年

と
3
年
の
時
、
陸
上
競
技
部
は
、
全
国
高

校
駅
伝
大
会
で
二
度
優
勝
し
ま
し
た
。
厳

し
い
練
習
に
取
り
組
む
陸
上
競
技
部
は
、

私
の
生
活
感
か
ら
は
か
け
離
れ
た
存
在
で

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
と
て
も

親
し
み
の
あ
る
存
在
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

小
さ
い
頃
、
正
月
の
箱
根
駅
伝
の
ラ
ジ

オ
放
送
を
家
族
皆
で
聴
い
た
思
い
出
が
あ

り
ま
す
。
主
役
は
、
私
の
叔
父
、
井
上
鏃

石
（
て
っ
せ
き
、
現
瀬
戸
鏃
石
）
で
し
た
。

皆
さ
ん
ご
存
知
の
よ
う
に
、
叔
父
は
、

平
成
29
年
度
当
番
幹
事
＃
ハ
ト
一
ハ
ム
甲
i

『
同
窓
会
総
会
懇
親
会
を
終
え
て
』

世
羅
高
時
代
に
、
広
島
県
高
等
学
校
駅
伝

大
会
で
一
年
生
か
ら
三
年
連
続
1
区
区
間

賞
を
獲
得
し
、
ま
た

5
0

0

 0

m
の
高
校

記
録
を
つ
く
っ
た
選
手
で
も
あ
り
ま
す
。

私
は
、
陸
上
競
技
部
の
選
手
の
活
躍
に
、

叔
父
の
姿
を
重
ね
て
一
喜
一
憂
し
て
い
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

今
、
私
は
、
西
大
田
自
治
セ
ン
タ
ー
で

振
興
協
議
会
の
事
務
局
長
と
い
う
立
場
で

地
域
活
動
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

皆
さ
ん
に
は
何
か
と
お
世
話
に
な
る
こ
と

が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
何
卒
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。r
 

三
年
前
の
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
一

日
、
昭
和
45
年
普
通
科
卒
業
生
の
同
窓
会
を

三
原
国
際
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。
卒
業
生
1
4

1
名
‘
逝
去
さ
れ
た
人
11
名
、
参
加
者
65
名
で

あ
っ
た
。
卒
業
後
45
年
を
経
て
普
通
科
3
ク
ラ
ス
合

同
の
同
窓
会
は
初
め
て
な
の
で
、
準
備
の
た
め

一
年
前
か
ら
地
元
の
者
を
中
心
に
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
中
か
ら
各
ク
ラ
ス
の
責

任
幹
事
を
選
出
し
た
。
会
合
は
何
回
と
重
ね

る
も
、
久
し
ぶ
り
と
懐
か
し
さ
が
加
わ
り
、
会

議
を
早
め
に
切
り
上
げ
て
宴
会
へ
移
し
熱
心

に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
も
努
め
た
。

実
行
委
員
会
で
は
、
名
簿
作
り
と
近
況
報

告
の
整
理
に
費
や
し
、
案
内
状
を
送
っ
た
結
果
、

宛
名
不
在
で
葉
書
が
帰
っ
て
き
た
の
は
僅
か
で

各
幹
事
の
努
力
が
報
わ
れ
た
が
、
こ
の
長
い
歳

月
の
中
で
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
る
仲
間
が
11

名
い
た
こ
と
は
、
悲
し
い
事
実
で
も
あ
っ
た
。

45

年
前
の
記
憶
が
薄
ら
い
だ
と
い
え
、
と
も
に
机

を
並
べ
、
勉
学
に
真
面
目
に
？
取
り
組
ん
で
い

た
頃
を
思
い
出
し
、
同
窓
会
で
お
互
い
の
健
闘

を
称
え
合
っ
て
い
た
は
ず
と
思
う
と
尚
更
で
あ

る
。
ま
た
、
欠
席
者
の
中
に
、
欠
席
理
由
を
「
参

加
し
た
い
け
ど
所
用
で
行
か
れ
ま
せ
ん
。」
と
返

事
を
く
れ
た
旧
姓
M
さ
ん
に
は
、
同
窓
会
後
に

記
念
誌
と
参
加
者
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
C
D
に

ま
と
め
、
「
次
回
の
同
窓
会
は
卒
後
50
年
を
す

る
か
ら
」
と
添
え
て
送
っ
た
。
い
た
だ
い
た
M
さ

荒

井

静

彦

（昭
45
年
卒
）

『
昭
和
45
年
卒
業
生
同
窓
会
の
報
告
』

~. 一

昭和45年卒業世羅高校普通科同窓会
ん
か
ら
の
手
紙
に
は
「
45
年
も
経
つ
と
、
誰
が
誰

な
の
か
分
か
ら
な
い
。
で
も
と
て
も
懐
か
し
い
。

「
次
回
に
は
み
ん
な
に
会
い
た
い
け
ど
、
参
加

で
き
な
い
か
も
：
」
と
結
ん
で
あ
っ
た
。
「
あ
れ
？

も
う
欠
席
予
告
な
ん
？
」
と
疑
問
を
抱
き
、
早

い
う
ち
に
様
子
を
見
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
た

矢
先
に
悪
性
腫
瘍
で
の
ご
逝
去
の
報
を
受
け

た
。
常
に
死
と
直
面
し
な
が
ら
も
、
懸
命
に
生

き
よ
う
と
さ
れ
、
卒
後
50
年
同
窓
会
で
の
再
開

の
約
束
を
果
た
す
こ
と
は
叶
わ
ず
、

M
さ
ん
は

旅
立
っ
て
逝
っ
て
し
ま
っ
た
。

今
思
っ
と
、
亡
く
な
ら
れ
た
私
た
ち
の
恩
師
、

周
才
千
明
先
生
の
「
ど
ん
な
に
自
分
が
思
う
よ

う
な
社
会
で
な
く
て
も
常
に
前
向
き
で
い
る
よ

う
に
。
」
の
言
葉
が
思
い
出
さ
れ
る
同
窓
会
で
も

あ
っ
た
。
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会
報
編
集

に
携
わ
る
よ

う
に
な
っ
た

の
は
、
第
9

号
（
平
成
十

九
年
）
か
ら
で
す
。

き
っ
か
け
は
創
刊

か
ら
尽
力
さ
れ
て
き
た
、
伊
藤
、
石
原
両

先
生
か
ら
の
お
誘
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
の
後
、
第
13
号
（
平
成
二
十
三
年
）
か

ら
は
、
組
織
改
革
に
よ
り
広
報
委
員
会
と

し
て
編
集

・
総
会
に
併
せ
て
発
行
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
発
行
が
繰
り
上
が
り
、

年
度
初
め
で
多
忙
な
担
当
教
員
、
広
報
委

員
の
方
々
に
は
ご
負
担
を
強
い
る

こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
但
し
、
平
成
二
十
八
年
、

創
立

1
2
0
周
年
の
節
目
に
会
い
、
記
念

特
集
号
（
第
18
号
）
、
記
念
誌
発
行
と

い

う
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
こ
と
は
有
り
難

い
こ
と
で
し
た
。

こ
の
第
20
号
か
ら
、
新
体
制
で
の
発
行

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
同
窓
会
の
運

営
に
対
し
、
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。
皆
様
方
の
お
陰
を
も
ち

ま
し
て
任
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
、
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。

／ヘ

¥" --' 

｀ 

『
会
報
編
集
に
携
わ
っ
て
』

大

田

良

晴

（昭
37
年
卒）

同
級
生
の
み
ん
な
元
気
？
今
も
、
世
羅

町
に
居
る
同
級
生
達
と
交
流
し
て
い
る
け

『
現
役
市
民
ラ
ン
ナ
ー
な
り
』

上

田

隆

紀

（平
9
年
卒
）

私
は
、
人

生
七
十
古
来

賣
0□

く
ぐ
っ
て
半
世
紀
が
過
ぎ
た
。
一
学
年
7

ク
ラ
ス
、

3
5
0
名
、
全
校
生
徒

l
0
5

0
名
が
集
う
学
び
舎
で
あ
っ
た
。
団
塊
の

世
代
で
あ
る
。
旧
制
世
羅
中
の
面
影
を
残

す
、
一
号
館
、
講
堂
、
武
道
館
が
並
ぶ
。

一
、
二
年
生
の
夏
、
高
校
野
球
広
島
県
予

選
の
応
援
に
参
加
し
た
。
懐
か
し
い
想
い

出
、
呉
二
河
球
場
で
あ
る
。
当
時
の
応
援

歌
は
今
も
歌
え
る
。
「
延
喜
の
昔
、
大
田

の
荘
は
、
文
化
栄
え
し
秀
で
た
都
」
で
始

ま
る
。
通
学
路
は
砂
利
道
、
自
転
車
通
学
。
圃

場
整
備
も
未
だ
さ
れ
て

い
な
い
、
の
ど
か

な
田
園
風
景
で
あ
る
。
当
時
ど
の
家
庭
で

も
家
業
を
良
く
手
伝
っ
た
も
の
だ
。
毎
朝

持
た
せ
て
く
れ
た
母
の
弁
当
。
そ
の
母
も

間
も
無
く
卒
寿
を
迎
え
る
。

『
人
生
七
十
古
来
稀
な
り
』

堀

壽

登

（昭
42
年
卒
）

ヽ

『
世
羅
高
で
の
経
験
を
糧
に
』

舛

崎

真

透

（平
16
年
卒
）

ろつ
！

れ
ど
、
町
外
又
は
県
外
に
出
て
る
み
ん
な

ど
う
し
て
る
か
な
？
さ
て
お
き
、
自
分
は

実
家
の
自
動
車
屋
を
継
い
で
頑
張
っ
て
る

所
で
す
ー
・
私
生
活
の
中
で
は
、
高
校
の
時

陸
上
部
だ

っ
た
事
か
ら
今
も
尚
、
市
民
ラ

ン
ナ
ー
と
し
て
日
々

ラ
ン
ニ

ン
グ
を
し
て

ま
す
ー
•
そ
し
て
、
い

つ
か
は
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
を
完
走
を
と
思
い
な
が
ら
遂
に
平
成
三

十
年
二
月
二
十
五
日
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
完
走

を
果
た
し
ま
し
た
1
・

こ
の
歳
に
な
っ
て
達
成
で
き
た
事
は
、

こ
れ
か
ら
先

の
自
信
に
な
る
と
思

い
ま

す
！
し
か
し
な
が
ら

40
歳
、
体
調
が
著
し

く
変
わ
っ
て
く
る
年
代
で
す
。
皆
さ
ん
も
、

身
体
に
気
を
つ
け
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
！
終
わ
り
に
、
同
窓
会
や
り
ま
し
ょ

中
学
か
ら

本
格
的
に
陸

上
競
技
を
始

め
、
ご
縁
も

あ
り
憧
れ
で

あ
っ
た
世
羅
高
校
へ
入
学
、
陸
上
部
と
し

て
3
年
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

そ
の
際
、

寮
生
活
で
の
厳
し
さ
、
仲
間
と

の
コ
ミ

ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

3
年
時
に
は
主
将
も
務

め
さ
せ
て

い
た
だ
く
な
ど
、
大
変
貴
重
で

『
世
羅
高
は
人
生
の
縮
図
』

児

玉

利

典

（昭
61
年
卒）

誇
れ
る
経
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
感

じ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
大
学
卒
業
後
も
母

校
の
陸
上
部

コ
ー
チ
と
し
て
指
導
を
す
る

立
場
で
、
6
年
間
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
世
羅
で

の
経
験
を
糧
に
、
広
島
市
南
区
で

モ
ン
ジ

ョ
ル
ノ
鍼
灸
整
骨
院
の
院
長
と
し
て
、
学

生
は
勿
論
、
幅
広
い
年
齢
層
の
患
者
様
に

来
て

い
た
だ
き
、
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
も
是
非
一
度
、
院
へ
も
い
ら
し
て
み

て
く
だ
さ
い。

私
は
、
中

学
校
時
代
野

球
部
で
、
中

学
校
3
年
生

の
春
に
赴
任

さ
れ
た
恩
師
の
勧
め
で
、
陸
上
を
は
じ
め

た
。
私
は
、
世
羅
高
校
に
入
学
す
る
際
、

3
つ
の
目
標
を
た
て
た
。

①
何
が
何
で
も

3
年
間
や
り
通
す
。

②
必
ず

1
回
は
全
国
大
会
に
出
場
す
る
。

③
陸
上
、
寮
、
高
校
生
活
を
通
し
人
間

的
に
大
き
く
な
る
。

こ
の
覚
悟
を
持
っ
て
頑
張
り
ま
し
た
が、

想
像
以
上
に
現
実
は
厳
し
く
何
度
も
挫
折

し
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
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地
域
を
挙
げ
て
の
応
援
、
恩
師
‘
寮
の
皆

さ
ん
、
仲
間
、
そ
し
て
家
族
に
支
え
ら
れ

目
標
を
達
成
で
き
社
会
に
送
り
出
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
世
羅
高
校
に
は
、
全
国
の

ど
こ
に
も
な
い
伝
統
と
強
み
が
あ
り
、
こ

れ
こ
そ
が
、
世
羅
高
校
で
あ
る
と
確
信
し

誇
り
に
思
い
ま
す
。
私
の
人
生
の
中
で
、

こ
の

3
年
間
が
な
か

っ
た
ら
今
の
自
分
は

な
か
っ
た
と
思
う
し
、

ま
さ
に
人
生
の
縮

図
が
世
羅
高
校
に
は
あ
り
ま
す
。
ど
う
か

今
後
も
素
晴
ら
し
き
伝
統
あ
る
世
羅
高
校

で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん。

『
退
官
直
前
、
旧
交
を
温
め
る
』

福

場

敬

和

（昭
50
年
卒
）

昭
和
五
十
年
に
卒
業
し
て
、
世
羅
を
離

れ
て
以
来
、
県
外
で
は
京
都
市
、
大
阪
市
、

大
阪
府
摂
津
市
、
千
葉
県
船
橋
市
、
埼
玉

県
ふ
じ
み
野
市
、
名
古
屋
市
の
住
人
と
な

り
ま
し
た
。
ど

こ
に
住
ん
で
も
、
出
身
地

を
問
わ
れ
、
「
広
島
県
の
世
羅
で
す
。
」

と
答
え
れ
ば
、
「
駅
伝
の
世
羅
で
す

か
。
」
と
の
返
答
が
あ
り
、
会
話
が
弾
む

き
っ
か
け
と
な
り
、
そ
の
度
に
、
故
郷
の

世
羅
高
で
は
生
物
部
に
所
属
。
比
婆
山

で
の
合
宿
、
植
物
採
集
を
し
、
夕
空
に
舞

う
赤
と
ん
ぽ
の
群
れ
に
手
を
差
し
出
す
と

指
先
に
停
ま
る
赤
と
ん
ぼ
、
あ
の
体
験
が
、

自
然
に
対
し
て
の
原
体
験
に
な
っ
て
い
ま

す。
阪
神
大
震
災
後
、
戦
後
植
え
た
木
が
育

ち
過
ぎ
て
、
山
が
大
変
な
事
に
な
っ
て
い

る
と
、
友
人
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
岐

阜
県
の

90
パ
ー
セ
ン
ト
が
山
と
い
う
山
村

『
都
市
と
山
村
』

門

田

容

子

（昭
47
年
卒
）

私
は
高
校
時
代
、
陸
上
部
に
在
籍
し
て

京
都
で
走
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
毎
日
練
習

を
し
て
い
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
そ
の
夢

を
か
な
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

卒
業
後
は
大
学
に
進
学
し
陸
上
を
続
け

て
い
ま
し
た
が
、
大
学
3
年
時
に
腰
の
手

術
を
し
て
現
役
を
引
退
し
ま
し
た
。
心
残

り
の
あ
る
選
手
生
活
で
し
た
。

現
在
は
、
地
元
の
庄
原
市
に
て
ス
ポ
ー

ッ
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
実
業
団
選
手
や
地
元
の
ス
ポ
ー
ツ
を

し
て
い
る
選
手
の
身
体
の
ケ
ア
の
お
手
伝

い
を
し
て
い

ま
す
。
故
障
を
理
由
に
志
半

'

や

弁
井

や

a

-
(
 

．ィ

曹

／
し

ゞ

自
然
を
思
い
浮
か
べ
、
有
難
さ
を
感
じ
て

来
ま
し
た
。
昨
年
、
広
島
西
税
務
署
長
で

退
官
し
ま
し
た
が
、
そ
の
直
前
に
同
級
生

の
坂
本
（
旧
姓
鍵
谷
）
純
正
さ
ん
（
広
島

県
警
総
務
部
長
）
、
重
光
省
二
さ
ん
（
安

芸
消
防
署
副
署
長
）
、
大
原
重
秋
さ
ん

（
広
島
県
立
図
書
館
長
）

の
四
人
で
お
互

い
の
長
年
の
労
苦
を
慰
労
で
き
た
の
は
良

い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
介
護
と
実
家
の
管
理
の
た
め
、

月
に
二
度
程
度
は
帰
省
し
て
い
ま
す
が
、

広
島
市
で
税
理
士
と
な
っ
た
今
、
相
続
税
、

贈
与
税
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
の
経
験
を
生

か
し
て
、
郷
土
の
た
め
に
何
か
お
役
に
立

て
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
各
人
の
役
職
は
当
時
）

『
卒
業
後
の
人
生
』

小

谷

誠

（平
3
年
卒
）

の
木
材
を
使
っ
て
家
を
建
て
ま
し
た
。
元

気
で
失
敗
を
恐
れ
な
い
人
達
が
村
興
し
を

し
て
い
ま
し
た
。
私
は
田
舎
で
育
ち
ま
し

た
が
、
彼
ら
か
ら
見
る
と
都
市
の
人
、
今

で
も
交
流
し
て
い
ま
す
。

世
羅
が
過
疎
化
し
て
い
く
の
は
寂
し
い
。

沢
山
の
人
が
世
羅
で
暮
ら
せ
る
よ
う
な

要
と
な
る
の
も
、
世
羅
高
の
―
つ
の
役
目

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
卒
業
生
、
在
校

生
、
地
域
の
人
々
が
繋
が
り
交
流
し
て
い

く
こ
と
で
、
応
援
、
協
力
と
い
う
絆
が
生

ま
れ
て
く
る
と
考
え
、
ペ
ン
を
と
っ
て
み

ま
し
た
。

今
日
は
三

月
十
八
日
で

す
。
彼
岸
の

入
り
で
す
。

妻
、
晴
美
と

二
人
、
ご
先

祖
様
の
お
墓
参
り
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

墓
石
を
見
て
み
る
と
、
昔
の
人
は

65
オ
ぐ

ら
い
で

亡
く
な
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

私
も
今
年
、

65
オ
に
な
り
ま
す
。
五
体
満

足
で
病
気
も
ほ
と
ん
ど
し
な
い
立
派
な
体

に
産
ん
で
く
れ
た
両
親
に
感
謝
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
私
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
が
、

親
の
し
て
い
た
家
業
の
豆
腐
屋
を
継
い
で

43
年
が
経
ち
ま
し
た
。

26
オ
の
時
、
運
よ
く
す
ば
ら
し

い
妻
と

結
ば
れ
ま
し
た
。
何
の
取
り
柄
も
な
い
私

を
し
っ
か
り
リ
ー
ド
し
て
く
れ
て
、
本
当

に
心
の
中
で
は
、
「
い
つ
も
あ
り
が

と

う
」
と
言
っ
て
い

ま
す
。
今
で
は
娘
夫
婦

『
今
日
ま
で
生
き
て
き
て
』

重

谷

喜

代

美

（昭
47
年
卒
）

ば
で
選
手
生
活
を
あ
き
ら
め
て
ほ
し
く
な

い
の
で
、
短
い
選
手
生
命
を
精
一
杯
過
ご

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
ケ
ア
を
心
が
け
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
選
手
時
代
の
経
験

を
も
と
に
、
選
手
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。
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が
三
代
目
を
継
い
で
、
真
面
目
な
婿
さ
ん

と
3
人
の
孫
に
囲
ま
れ
て
も
っ
た
い
な
い

事
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
今
日
と
同
じ
よ
う

に
、
平
凡
で
の
ん
び
り
と
、

モ
ク
モ
ク
と

生
き
て
い
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

私
の
高
校
時
代
の
思
い
出
は
カ
ー
プ
優

勝
で
す
。

高
一
の
秋
、
万
年
B
ク
ラ
ス
の
カ
ー
プ

は
赤
ヘ
ル
旋
風
の
波
に
乗
り
優
勝
争
い
を

し
て

い
ま
し
た
。
友
人
が
授
業
中
に
学
生

服
の
内
ポ
ケ

ッ
ト
に
ラ
ジ
オ
を
忍
ば
せ
、

袖
か
ら
イ
ヤ
ホ
ン
を
通
し
て
中
継
を
聞
い

て
い
ま
し
た
。
担
任
の
小
松
先
生
に
見
つ

か
り
カ
ミ
ナ
リ
か
と
思
い
き
や
、
そ
の
ま

ま
全
員
で
中
継
を
聞
い
た
の
も
良
き
時
代

の
思
い
出
で
す
。

優
勝
の
決
ま
る
日
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
も

ほ
ど
ほ
ど
に
帰
宅
。
巨
人
戦
を
手
に
汗
に

行
っ
て
観
戦
。
ホ
プ
キ
ン
ス
の
ホ
ー
ム
ラ

ン
で
勝
利
を
確
信
し
、
初
優
勝
後
の
山
本

浩
二
の
号
泣
シ
ー
ン
は
今
で
も
心
に
焼
き

『
高
校
時
代
の
思
い
出
』

岸

田

浩

二

（昭
53
年
卒
）

付
い
て
い
ま
す
。
あ
れ
か
ら
約
4
0
年
。
近

年
、
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
カ
ー
プ
観

戦
を
兼
ね
た
同
窓
会
を
し
て

い
ま
す
。
カ

ー
プ
人
気
は
往
年
の
フ
ァ
ン
に
と

っ
て
う

れ
し
い
悲
鳴
で
す
。

も
う
―
つ
の
思
い
出
は
ク
ラ
ブ
活
動
で

す
。
所
属
は
男
子
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
部
。

弱
小
で
県
大
会
が
大
き
な
目
標
で
し
た
。

カ
ー
プ
か
ら
、
や
れ
ば
で
き
る
と

い
う
確

信
を
い
た
だ
き
、
丁
度

5
人
の
同
級
生
で

県
大
会
出
場
を
目
指
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

高
2
の
秋
に
念
願
の
初
出
場
、
高

3
の
春

に
は
初
勝
利
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
そ
の
後
、
世
羅
の
バ
ス
ケ

ッ
ト
は
良

き
指
導
者
に
恵
ま
れ
て
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ

ッ

ト
か
ら

O
B
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
ま
で
広
き

世
代
に
渡
る
歴
史
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
大
学
卒
業
後
、
地
元
に
帰
り
就
職
。
結

婚
し

3
人
の
子
ど
も
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

カ
ー
プ
の
結
果
に
一
喜
一
憂
し
、
年
末
高

校
駅
伝
で
の
世
羅
高
の
活
躍
に
胸
を
躍
ら

せ
、
も
う
す
ぐ
還
暦
を
迎
え
ま
す
。

宮
沢
賢
治
の
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
で
は
、

主
人
公
が
旅
す
る
中
で
、
本
当
の
幸
い
に

意
味
を
求
め
て

い
き
ま
す
。
残
り
の
人
生

を

「ほ
ん
と
う
の
幸
い
」
を
見
い
出
し
て

い
け
る
日
々
で
あ
り
た
い
と
願
う
今
日
こ

の
頃
で
す
。

ヽ

世
羅
高
校
同
窓
会
総
会
が
当
番
幹
事
の

お
世
話
に
よ
り
、
現
在
の
運
営
方
法
と
な

っ
て
今
年
で

8
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

毎
年
紆
余
曲
折
の
中
、
準
備
の
段
階
か

ら
ご
尽
力
く
だ
さ

い
ま
す
方
々
に
は
大
変

お
世
話
に
な
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

2
 0
0
人
を
超
え
る
幅
広
い
年
代
が
集

い
、
会
員
相
互

の
親
睦
を
図
り
、
再
会
の

喜
び
を
味
わ
え
る
。
同
級
生
に
対
し
て
は
、

”ち

ゃ
ん
“
づ
け
で
名
前
を
呼
び
合
い
、
多

少
外
見
は
変
わ

っ
て
い
て
も
、
ま
る
で
高

校
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
し
た
か
の
よ

う
に
時
間
が
戻
り
ま
す
。

「
ま
た
、
来
年
も
元
気
で
お
会
い
し
ま
し

ょ
う
。
」
と

・
・

こ
の
光
景
が
世
羅
町
の
初
夏
の
風
物
詩

と
な
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
益
々
、
人
の

輪
が
広
が
り
未
来
へ
続
く
よ
う
に
願
っ
て

お
り
ま
す
。
み
な
さ
ま
、

「
ま
た
、
来
年
も
元
気
で
お
会
い
し
ま
し

ょ
う
目
」
感
謝一

『
ま
た
来
年
も
元
気
で
日
』

森

宗

有

香

（昭
58
年
卒
）

『
壁
に
当
た
る
た
ひ
、

世
羅
高
時
代
を
思
う
』

坂

川

佳

子

（昭
62
年
卒
）

世
羅
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
と
き
、
三

年
間
の
学
生
生
活
を
封
印
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
い

ろ
い
ろ
な
事
情
か
ら
希
望
の
大

学
を
受
験
で
き
ず
、
大
好
き
で
あ
っ
た
走

る
こ
と
も
体
調
の
変
化
に
順
応
で
き
な
か

っ
た
た
め
、
陸
上
部
で
は
成
果
を
出
せ
ず
、

在
籍
し
て

い
る
こ
と
自
体
に

コ
ン
プ
レ

ッ

ク
ス
を
持
ち
、
常
に
不
用
な
人
間
で
あ

っ

た
と
自
分
自
身
に
感
じ
て

い
た
か
ら
で
す
。

就
職
も
自
分
が
思
い
描
い
た
小
学
校
教

員
に
な
れ
ず
、
家
の
事
情
等
も
あ
っ
て
、

違
う
道
を
進
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

就
職
後
は
考
え
や
方
向
性
の
違
い
、

ま
た

男
女
の
差
等
で
も
か
な
り
嫌
な
思
い
を
し

て
き
ま
し
た
。
悩
み
。
不
安
に
苦
し
む
こ

と
が
今
で
も
多
々
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

壁
に
当
た
る
た
び
に
な
ぜ
か
、
世
羅
高
の

こ
と
を
思
い
出
す
の
で
す
。

卒
業
し
て
三
十
年
以
上
た
ち
ま
し
た
が
、

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
今
を
歩
み
、
信
念

を
持
っ
て
進
ん
で

い
け
る
原
点
は
、
結
局

こ
の
3
年
間
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か

と
感
じ
て

い
ま
す
。
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「
日
本

一
奪
還
！
」
を
合
い
言
葉
に
臨
ん

だ
都
大
路
で
あ
っ
た
。

平
成

29
年

12
月
24
日
（
日
）
、
京
都
市

西
京
極
陸
上
競
技
場
に
お
い
て
、
男
子
第

68
回
、
女
子
第

29
回
全
国
高
等
学
校
駅
伝

競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
、
男
子

7
区
間

(
4
2
.
1
9
5
k
m
)

、
女
子

5
区
間

(
2
1

.
0
9
7
5
k
m
)

を
欅
で
繋
ぎ

ま
し
た
。
結
果
は
，
男
子
は

2
時
間

8
分

0

1
秒
の

20
位
，
女
子
は
1
時
間

9
分

26

秒
の

9
位
で
し
た
。

レ
ー
ス
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
男
女
と

も
に
中
心
選
手
を
故
障
で
欠
き
、
苦
し
い

レ
ー
ス
展
開
に
な
り
ま
し
た
。

女
子
に
つ
い
て
は

1
区
相
原
が
自
信
に

満
ち
た
走
り
で
、
予
想
を
大
き
く
上
回
る

順
位
で

1
区
を
走
り
レ
ー
ス
の
流
れ
を
引

き
寄
せ
た
に
思
え
ま
し
た
が

2
区
で
順
位

を
下
げ
る
結
果
に
な
り
、
上
位
で
の
流
れ

を
失
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
後
半
の
選
手

が
持
ち
味
を
発
揮
で
き
た
こ
と
を
思
う
と

2
区
で
の
後
退
は
惜
し
ま
れ
ま
す
。

男
子
は

1
区
梶
山
が
ま
ず
ま
ず
の
す
べ

り
出
し
で
し
た
が

2
区、

3
区
と
順
位
を

大
き
く
下
げ
て
し
ま
い
上
位
争
い
を
す
る

レ
ー
ス
運
び
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
会
に
臨
む
選
手
の
心
技
体
が
万
全
で

な
け
れ
ば
日
本
一
の
壁
が
厚
い
こ
と
を
思

い
知
ら
さ
れ
た
大
会
で
も
あ

り
ま
し
た
。

l区 10位、相原 美咲選手

一 一
l区 ll位、梶山林太郎選手

し
か
し
、
「

T
O

P

R
U

N

S

E

R
A
]
を
標
榜
す
る
世
羅
高
校
が
こ
れ
で

い
い
の
か
と
い
う
思
い
が
強
く
あ
り
ま
す
。

幸
い
、
今
大
会
は

1

.
2
年
生
中
心
の

チ

ー

ム

で

す

。

こ

の
悔
し

さ
を
糧
に
、

「今
年
こ
そ
は
：．
」
の
雪
辱
の
思
い
で
練

習
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
陸
上
競
技
部
監
督

岩
本

世
羅
高
校
は
平
成

22
年

1
月
に
ア
メ
リ

カ
合
衆
国

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
に
あ
る
ソ
ー

ン
ト
ン

・
ド
ノ
ヴ
ァ
ン
校

(
T
D
校
）
と

姉
妹
校
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
世
界
平

和
、
地
球
環
境
を
共
通
の
テ
ー
マ
と
し
て
、

相
互
に
留
学
生
を
派
遣
し
生
徒
同
士
が
交

流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成

22
年

3
月
か
ら
交
流
を
始
め
ま
し
た
。
そ

の
交
流
も
相
互
に

9
回
を
数
え
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
を
支
え
る
為
に

N
P
O
法
人

世
羅
国
際
交
流
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
会

長

上

野

悟

）

が

創

設

さ

れ

ま

し

た

。

こ
の
組
織
は
、
世
羅
高
校
の
み
な
ら
ず

町
内
の
幼

・
小

・
中
学
校
も
含
め
世
羅
町

上
げ
て
地
域
全
体
の
国
際
交
流
の
推
進
の

支
援
等
を
目
標
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域

の
有
志
の
方
が
会
員
と
な
っ
て
い
る
こ
の

組
織
に
世
羅
高
校
と

T
D
校
の
交
流
は
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
内
の
ほ
と
ん
ど
の
高
等
学
校
は
姉
妹

校
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
毎
年
相
互
に
生

徒
の
短
期
留
学
を
続
け
て

い
る
学
校
は
な

か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
生
徒
の
派
遣
か
ら

T
D
校
が
来
日
し
た
際
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

「

T
D
校
と
の
姉
妹
校
交
流
」

|
N
P
O法
人

世
羅
国
際
交
流
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

地
域
に
支
え
ら
れ
て
ー
＇

真
弥
）

先
へ
の
サ
ポ
ー
ト
、
小
中
学
校
交
流
へ
の

送
迎
、
留
学
生
研
修
へ
の
引
率
と
、
世
羅

高
校
だ
け
で
な
く
地
域
の
小
中
学
校
を
含

め
た
交
流
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
企
業

・
農
園
の
皆
様
に

も
留
学
生
の
研
修
の
場
を
提
供
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
ま
さ
に
地
域
一
丸
と
な
っ

た
交
流
と
な

っ
て
い

ま
す
。
平
成

30
年
は
、

3
月
に
本
校
の
留
学
生

10
名
が

T
D
校
へ

15
日
間
短
期
留
学
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
「
日
本
（
世
羅
）
の
高

校
生
と
米
国

(
T
D
校
）
の
高
校
生
の
学

校
や
学
習
に
対
し
て
の
意
識
を
比
較
す

る
」
と
い
う
課
題
を
も
っ
て
臨
み
ま
し
た
。

そ
の
成
果
は
、

4
月
26
日
の
成
果
報
告
会

で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

..:;;.:: 

自由の女神をバックに～本校の留学生たち
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6
月
21
日
S
7
月
3
日
に
は

10
名
の

T

D
校
生
徒

・
保
護
者
等
が
世
羅
高
校
を
訪

れ
ま
す
。
世
羅
高
校
で
と
も
に
授
業
を
受

け
る
だ
け
で
な
く
、
町
内
の
小

・
中
学
校

と
の
交
流
を
行
っ
た
り
、
広
島
を
訪
れ
て

平
和
に
関
す
る
研
修
を
す
る
な
ど
、
有
意

義
な
時
間
と
な
る
よ
う
に
計
画
を
進
め
て

い
ま
す
。

こ
の
交
流
を
通
じ
て
生
徒
た
ち
は
と
も

に
異
文
化
を
肌
で
感
じ
、
価
値
観
の
違
い

を
受
け
止
め
、
平
和
へ
の
思
い
を
新
た
に

す
る
な
ど
、
人
間
的
に
も
大
き
く
成
長
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

（
教
育
研
究
部
岡
野
真
知
子
）

昨
年
度
（
平
成
二
十
九
年
度
）
卒
業
生

の
最
終
的
な
進
路
は
、
四
年
制
大
学
四
十

一
名
、
短
期
大
学
六
名
、
専
門
学
校
二
十

名
（
看
護

・
医
療
系
を
含
む
）
、
就
職
は

三
十
四
名
で
し
た
。
国
公
立
大
学
の
合
格

者
は
全
学
科
あ
わ
せ
て
十

一
名
（
農
業
経

営
科
l
名
、
生
活
福
祉
科
1
名
、
普
通
科

9
名
）
で
、
普
通
科
に
お
い
て
は
、
普
通

科
生
徒
の
お
よ
そ
六
人
に

一
人
が
国
公
立

大
学
へ
合
格
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

就
職
に
関
し
て
は
、
九
月
の
就
職
開
始

時
期
に
お
い
て
就
職
を
希
望
す
る
全
員
が

一
次
試
験
で
就
職
を
決
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
十
名
以

上
が
就
職
を
希
望
す
る
広
島
県
内
の
高
校

に
お
い
て
、
全
員
が
一
次
試
験
で
内
定
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
世
羅
高
校
だ
け

で
す
。
こ
れ
に
は
、
二
つ
の
面
か
ら
の
良

い
成
果
の
表
れ
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

―
つ
は
企
業
様
か
ら
の
世
羅
高
生
に
対
す

る
評
価
が
年
々
向
上
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

世
羅
高
生
な
ら
安
心
し
て
採
用
で
き
る
と

い
う
期
待
感
や
安
心
感
が
年
々
大
き
く
な

っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
本
校
就

職
支
援
員
が
地
元
の
企
業
を
訪
問
し
て
実

感
す
る
場
面
が
多
々
あ
る
こ
と
を
述
べ
て

い
ま
す
。
二

つ
目
は
本
校
の
生
徒
指
導
と

就
職
指
導
の
一
体
化
に
よ
る
成
果
で
す
。

生
徒
へ
は
入
学
時
か
ら
世
羅
高
生
は
、

い
つ
で
も
就
職
試
験
に
臨
む
こ
と
が
で
き

る
態
度
で
学
校
生
活
を
送
る
よ
う
に
教
職

員
は
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
就
職
を
希

望
す
る
生
徒
に
つ
い
て
は
，
就
職
に
関
す

る
会
議
を
毎
週
行
う
こ
と
で
、
担
任
と
就

職
支
援
員
，
進
路
指
導
部
就
職
担
当
者
や

そ
の
他
の
関
係
者
と
、
就
職
に
関
す
る
情

報
の
共
有
化
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
は
国
公
立
大
学
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
私
立
大
学
も
セ
ン
タ
ー
試
験
を
利
用

し
た
入
試
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は

本
校
か
ら
も
三
十
名
が
受
験
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
五
月
か
ら
始
ま

っ
た
放
課
後

補
習
や
世
羅
塾
を
は
じ
め
と
す
る
夏
期
講

習
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、
最
後
ま
で
よ

く
頑
張
り
ま
し
た
。
卒
業
式
が
終
わ
っ

た
後
の
国
公
立
大
学
入
試
後
期
日
程
（
三

｀ 

山
根

月
十
二

日
）
ま
で
粘

っ
て
頑
張

っ
た
生
徒

も
い
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
放
課
後
補
習
や
長
期
休
業

中
の
補
習
、
世
羅
塾
な
ど
学
力
を
高
め
る

取
組
を
行

っ
て
ま

い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、

世
羅
町
か
ら
様
々
な
支
援
を
し
て

い
た
だ

く
な
か
で、

学
力
向
上
事
業
と
し
て
休
日

を
利
用
し
、
有
名
予
備
校
の
講
師
に
講
座

を
開
い
て
い
た
だ
＜
予
定
と
な

っ
て
お
り

ま
す
。
希
望
の
進
路
1
0
0
％
実
現
を
目

指
し
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。
（
進
路
指
導
部

智
宏
）

「よろしくお願いします。」
左から、ジョン・ムアニキ君(1年）、ナオミ・ムッソーニさん(3年）
テレシア・ムッソーニさん(1年）

年
は
大
同
高
級
中
学
の
来
日
が
見
送
ら
れ

ま
し
た
が
、
今
年
の

1
月
11
日
の

2
学
年

修
学
旅
行
団
の
訪
問
の
際
に
は
，
生
徒
た

ち
が
楽
し
く
有
意
義
な
交
流
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ケ
ニ
ア
人
留
学
生
は
、

3
年
生

に
女
子
1
名、

1
年
生
に
男
女
各
l
名
が

在
学
し
ま
す
。
彼
ら
は
陸
上
競
技
に
対
し

て、

熱
い
情
熱
を
持
ち
、
生
活

・
文
化
の

違
う
日
本
で
真
面
目
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
真
摯
な
姿
勢
に
、
日
本
人
選
手
が

受
け
る
影
響
も
大
き
く
彼
ら
と
練
習
を
共

に
す
る
こ
と
で
、
競
技
カ

・
人
間
性
が
向

上
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
日
本
で
の
生
活

費
は
こ
の
推
進
会
議
の
会
費
か
ら
捻
出
さ

れ
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
、
こ
の
推
進
会

議
の
趣
旨
を
御
理
解
い
た
だ
き
、
御
支
援
、

御
協
力
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
国
際
交
流
推
進
会
議
）
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東
京
校
友
会
の
会
計
年
度
は
十
月
か
ら

翌
年
九
月
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
主
な
活

動
は
、
年
二
回
の
会
報
発
行
、
親
睦
会
、

十
一
月
の
総
会
及
び
役
員
会
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

会
報
「
と
う
き
ょ
う
世
羅
」
は
、
第
四

十
六
号
を
四
月
十
五
日
に
全
会
員
に
宛
て

て
発
送
し
、
現
在
次
号
を
十
月
七
日
の
発

行
に
向
け
て
鋭
意
編
集
中
で
す
。

親
睦
会
は
、
今
年
に
入
っ
て
先
ず
一
月

に
「
池
上
七
福
神
め
ぐ
り
」
を
行
い
、
一

年
の
平
安
と
幸
福
を
願
い
ま
し
た
。

四
月
に
は
、
「
小
金
井
公
園
」
に
お
い

て
観
桜
会
を
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
染
井

吉
野
の
時
期
は
過
ぎ
て
い
ま
し
た
が
、

色
々
な
桜
が
咲
き
誇
り
、
楽
し
い
桜
見
の

会
と
な
り
ま
し
た
。
七
月
に
は
、
森
永
乳

業
東
京
多
摩
工
場
の
見
学
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
。

（
詳
細
は
、
「
世
羅
高
東
京
校

友
会
」
で
検
索
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
願
い
ま
す
。
）

今
年
の
総
会
は
、
十
一
月
十
八
日
（
第

三
日
曜
日
）
に
開
催
の
予
定
で
す
。
毎
年
、

松
浦
同
窓
会
長
、
堀
校
長
、
奥
田
世
羅
町

長
な
ど
世
羅
か
ら
多
く
の
ご
来
賓
を
お
迎

え
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
、
総
会
な
ど
へ
の
参
加
者

が
漸
減
し
、
特
に
若
い
世
代
の
参
加
者
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
将

来
に
向
け
た
校
友
会
の
在
り
方
全
般
に
つ

い
て
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
検
討
を

重
ね
て
お
り
ま
す
が
、
四
月
に
は
、
全
会

L~--
世羅高等学校東京校友会

員
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
お
寄
せ
頂
い
た

貴
重
な
ご
意
見
を
基
に
、
会
員
が
楽
し
く

集
え
る
校
友
会
に
す
べ
く
今
後
と
も
真
剣

に
検
討
を
続
け
て
参
り
ま
す
。
ど
う
か
皆

様
に
は
、
積
極
的
な
ご
意
見
や
ご
参
加
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

陸
上
競
技
部
へ
の
応
援
賛
助
金
で
は
、

毎
年
多
く
の
会
員
か
ら
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
、

母
校
に
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
が
、
母
校
の

活
躍
に
対
す
る
期
待
の
大
き
さ
を
実
感
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
年
も
引
き
続
き

募
集
し
て
お
り
、
十
二
月
に
は
京
都
の
西

京
極
陸
上
競
技
場
で
応
援
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

世
羅
高
等
学
校
近
畿
同
窓
会
は
、
先
輩

方
も
高
齢
に
な
ら
れ
、
盛
衰
の
一
途
を
辿

っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
が
、
主
に
近
畿

同
窓
会
会
員
の
情
報
交
流
と
同
窓
会
活
動

の
活
性
化

・
機
能
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
近
畿
同
窓
会
独
自
の
活

動
（
年
4
S
5
回
の
役
員

・
幹
事
会
、
年

1
回
の
総
会
）
は
も
と
よ
り
、
会
員
の
高

齢
先
輩
に
は
陸
上
競
技

・
駅
伝
に
関
連
し

た
人
が
多
く
、
駅
伝
へ
の
支
援
し
て
お
り

ま
す
。
広
島
県
関
西
同
窓
協
議
会
へ
の
事

業
運
営
へ
の
参
画

・
協
力
、
広
島
県
人
会

へ
の
支
援

・
協
力
を
し
て
お
り
ま
す
。
広

島
県
関
西
同
窓
協
議
会
と
は
、
加
盟
す
る

同
窓
会
間
の
情
報
交
換
を
行
う
事
に
よ
り
、

同
窓
会
相
互
の
交
流
を
積
極
的
に
進
め
、

同
窓
会
活
動
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
所
で
す
。

役
員

・
幹
事
も
唯
一
若
い
の
が

60
歳
後

半
と
い
う
、
母
校
に
対
し
て
の
同
窓
会
活

動
運
営
（
地
域
貢
献
）
、
並
び
に
応
援

・

支
援
が
今
後
も
維
持
運
営
出
来
る
か
ど
う

か
懸
念
を
持
っ
て
い
る
の
が
現
況
で
す
。

近
畿
圏
に
在
住
の
若
い
O
B
の
方
々
の
入

会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

此
の
夏
に
は
近
畿
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
開
設
致
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
東
京

校
友
会

・

世
羅
高

H
P

•

世
羅
同
窓
会

（
現
在
準
備
中
）
間
で
リ
ン
ク
出
来
る
様

に
考
え
て
お
り
ま
す
。
気
楽
に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
み
て
下
さ
い
。
入
会
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
サ
イ
ト
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

高
齢
化
さ
れ
た
諸
先
輩
に
は
、
出
世
さ

れ
た
方
が
多
く
、
母
校
に
対
し
て
誇
り
を

も
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
今
は
と
に
か
く
、

数
多
く
の
若
い
方
々
の
入
会
を
願
っ
て
、

活
気
あ
る
近
畿
同
窓
会
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。
近
畿

・
関
西
に
在
住
さ
れ
て
い
る
、

青
年
の
方
、
壮
年
の
方
、
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
は
、

開
き
ま
す
。

6
月
24
日
に
総
会
を
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感牲が光るつートな写蚕
残しこおきたし＼思し＼出の写歪

アート写真光房 世羅町本郷

阿部写真館ら2°-807213
http://www.cameraman-abe.com/ 
Eメール： photoabe@orange.ocn.ne.jp 

和菓子のあるt:ろに美味lい笑顔あり

和菓子処~_,に手門
世羅郡世羅町小世良577 電話(0847)22-5143

民間車検場 （中国運輸局指定工場）

近藤プランニング
■ダイハツスーパーピソト店 ■自動車販売 ■自動車修理
■レンタカー ■ロードサービス ■保険 （東京海上日動）
Tel 0847-25-0303 Fax 0847-25-0304〒722-1112
広島県世羅郡世羅町本郷635-1

泣卯責徳コーポレーション
’ 〔綜合警備保障事業〕

TEL 0847-25-5271 

〒722-1114広島県世羅郡世羅町大字東神崎368番地21
FAX 0847-25-5272 

花も実もある人生真心こめて感動のお手伝い

フォトステージ 写る夢
ノャル ム

有限会社田中写真館
世羅町西上原 588-7 TEL:084 7-22-0806 

進物の玉浦

？ 咆ゼ登翌勺fロ~ 
〒722-1121

:JPT"I'I誓畠瓢品。 さ ＇
一 記念写真 ・証明写真 ・空撮
カラープリントスピード仕上げ

4暑パ。 橋本写真館
世羅郡世羅町東神崎355-4 TEL (0847) 22-0157 
http://www.hashimoto-photo.jp/または1世羅橋本写真館IE置
Facebookもやってます。I橋本写真館IEヨ

A繁なもみの水墨若
世羅郡世羅町小世良380

TEL (084 7) 22-1426 
FAX 0847-22-1893 

http://www.mominoki-tatami.com 

トヨタ車のことなら轟覆昇9嘉退＼塁盃否:ぢ~~ースム誓墨王昌
.-=.r-,. ニ.,,.ー~~株）
TEL(0847) 22-0279 FAX (0847) 22-0977 

TOCHU GROUP スズキ専門店

xxキオ—I-SHOP
TEL (084 7) 22-0279 FAX (084 7) 22-0977 

出光興産株式会社販売店 1本社 "a'(0847)22-2 I 2 I 

(g~ 丸 ：昇腐―~)虐醤 謬闊尉畠
1セルフス

芸備燃料：喜喜旦丁
―ーション東尾道 'a'(0848)56-I 668 

"a'(0848)67-7111 
"a'(0824)43-2272 

1世羅油槽所 "a'(0847)22-] 136 

株式会社 □株式会社やっ さ石油 "a'(0848)63-82I 6 
代表取締役坂東辰 男

口宮浦ss "a'(0848)63-7733 
口沼田東ss "a'(0848)66-2727 

R いつでもお電話でお気軽に
建設業

（葡坂上建設鼻』鼠恥代）
世羅町宇津戸3453-1

貸切バス・タクシー・旅行業・酒類販売

世羅交通有限会社
世羅町東神崎91

●タクシー (0847)22-5588 
●貸切バス (0847)22-04 77 

手造りのおも 1な l
は事 ・度弔料戎・仕出し・宴会のご予約承ります

ファミリーレストラン

9-1. ニーり遵芦鬼塁t
世羅郡世羅町西上原483-3(甲山ジョッピングモールバオ前）

ソフトウェアとホームページ制作

野田'/7トウェア工房（株）

~ 
広島県尾道市美ノ郷町三成54-1-202

篭話/FAX 0848-48-5705 

http:/ /www.nss55.cojp/ 

コー』,-vーケ国ト
目図口
御調店・大和店・パオ店

OA隅器 ・オつィス／事務用品
教籾／教科書・学 用品他 ＝ -~ ・（株）森田尚女館
i tel (0847)22-0136 fax(0847)22-3051 M 
伺なZJとお気軽1こご相談ください｝ 世羅町西上原535-1

;,<アイウエォ顛

＼ 
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『
十
二
年
ぶ
り
に

同
窓
会
会
員
名
簿
の
発
行
に
着
手
』

名
簿
委
員
会

同
窓
会
の

よ
り
一
層
の
結
び

つ
き
を
強

く
し
、
学
校
と

一
体
と
な
っ

た
活
動
を
推

進
す
べ
き
と

の
思
い
か
ら
、
こ

の
度
、
十

二
年
ぶ
り
に
同
窓
会
会
員
名
簿
の
発
行
に

着
手
し
ま
し
た
。

個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
個
人
情

報
を
守
り
つ

つ
同
窓
会
活
動
を
推
進
し

て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
難
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
名
簿
は
組
織
に
係
る
重
要

な
事
項
で
あ
り
、
同
窓
会
規
約
で
も
必
要

最
小
限
の
記
載
事
項
が
定
め
ら
れ
て
お
り

、
こ
れ
ら
に
基
づ
き、

名
簿
を
作
成
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
歴
史
あ
る
世
羅

高
等
学
校
を
守
り
発
展
さ
せ
る
礎
の
ひ
と

つ
と
し
て
同
窓
生

（会
）
の
皆
様
の
ご
協

力
が
必
要
で
す
。

先
ず
は
、
葉
書
に
よ
る
卒
業
生

の
確
認

と
、
名
簿
掲
載

へ
の
可
否
を
伺
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
多
く
の
同
窓
会
員
の
皆
様
の

ご
支
持
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

6
月
1
日
、
完
成
、

し
ま
す
。

p ヽ

ス
タ
ー
ト

一

内
容
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

①

「
同
窓
会
活
動
」

・
活
動
報
告
、
会
計

・
役
員
等

・
同
窓
会

報

(
1
号

S
20
号
）
・

沿
革
（
旧
世
羅
中

学
校
時
代

・
旧
甲
山
高
女
時
代

・
世
羅
高

時
代）

懐
か
し
い
写
真
や
記
事
を
掲
載
し

ま
す
。

②

「各
地
区
同
窓
会
」

・
東
京
校
友
会

・

近
畿
同
窓
会

・
同
窓
会
台
湾
支
部

（台
湾

同
学
会
）
の
活
動
紹
介

③
 F
a
c
e
 
b
o
o
k

「こ
ん
に
ち
は
！
同
窓
生
か

ら
皆
さ
ん

へ」

・
活
動
報
告

（会
員
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
）
な
ど

④

「お
知
ら
せ」

・
現
世
羅
高
同
窓
会
の

活
動
を
随
時
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
し
ま

す
。

⑤
「
関
係
リ
ン
ク
集
」

・
広
島
県
立
世
羅

高
等
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
そ
の
他
の
関

係
リ
ン
ク
（
協
力
企
業

・
同
窓
生
関
係
H

P
)
な
ど

元

編
集
後
記

検

「
会
報
⑳
号
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

今
号
は
、
多
く
の
卒
業
生
の
思
い
を
「
卒

業
生
か
ら
」
と
題
し
て
お
届
け
し
ま
す
。

今
ま
で
の

8
ペ
ー
ジ
か
ら

12
ペ
ー
ジ
に

増
や
し
ま
し
た
。

紙
面
の
都
合
で
同

窓
生
み
な
さ
ま
の
満
足
を
充
た
し
て

い

『
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

開
設
し
ま
す
。
』

広
報
委
員
会

同窓会の活性化を図るため、開催方法を

変更して8年目になります。
ヶ昨年度は230人余のご参加をいただきま

量
したが、今年度も多くの皆さまにご出席を

ーいただき親睦を深めたいと考えております。
・同窓生の皆さん、ぜひお誘い合わせの上、

ご参加ください。

な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
本
号
を
通
し

て
母
校
の
現
状
や
同
窓
会
の
動
向
な
ど

を
知
る
上
で
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で

す
。
記
事
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
様

に
お
礼
申
し
あ
げ
、
母
校
の
益
々
の
発

展
と
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

（
広
報
委
員
会
）

《日程》

10:00~ 受付
11 :oo~ 総会
11 :40~ 母校の活動状況報告
11:40~ 記念写真撮影
12:30~ 懇親会(2時間程度）

＾ ※事前に懇親会チケットを
お求めください。

（問合せ先）神田正史090-1014-7201

参加費《懇親会費》

男性：5,000円
女性：4,000円

l. チケットは、当番幹事または各地区役員が担当します。

2. チケットの販売期間は5月16日水~7月5日＊です。
※総会当日の販売はいたしません。

※やむを得ず参加が不可能になった場合には、7月2日伺までにキャンセル
できます。（購入された販売者へ問い合わせください。）

前川弘樹090-1180-2499 谷川順子090-2007-5965


